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平成２６年度 第８回奈良県営競輪あり方検討委員会 議事録 

 

 

Ⅰ 開催日時 

   平成２７年 ２月２０日（月）午前９時３０分～１１時４５分 

 

Ⅱ 開催場所 

      奈良県営競輪場 飛天交流館２階 

 

Ⅲ  出 席 者 

委 員：絈井委員(委員長)、石黒委員、里見委員 （岡村委員、松岡委員は欠席） 

事務局：中産業･雇用振興部長、角田産業・雇用振興部次長 

地域産業課 大月課長、桂主幹、佐藤係長、吉岡主査 

奈良競輪場 加藤場長、米田次長、小西主査 

  調査事業 

説明者 ：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 調査担当者 

 

Ⅳ 議事 

大月課長：  定刻になりましたので、ただ今より「第 8 回奈良県営競輪あり方検討委員

会」を開催させていただきます。委員の皆さま方には大変お忙しい中、ご出

席をいただきましてありがとうございます。本日は岡村委員と松岡委員が所

用のため欠席されておりますが、5名中 3名の委員の出席をいただいておりま

すので、奈良県営競輪あり方検討委員会規則第 6 条第 2 項の定足数を満たし

ておりますことを報告させていただきます。 

       それでは県産業・雇用振興部、中部長よりご挨拶申し上げます。 

 

中 部長：  委員の皆さまには、お忙しい中また早朝よりお集まりいただきましたこと

御礼申し上げます。 

       さて、奈良競輪場におきましては、去る 1月 31日から 2月 3日までの 4日

間、年に一度のＧⅢレース春日賞が開催されたところでございます。昨年度

の 64億円という売上には少し及びませんでしたが、61億 8千万円を売り上げ

ましたし、昨年より多くのファンの方々にご来場いただき無事に終えること

ができ我々も安堵しているところでございます。これも春日賞をご支援、ご

声援いただいているファンの皆さま方、また運営に携わっていただいた関係

者の方々のおかげであるということで、開催執務委員長としてこの場をお借

りしお礼申し上げます。ご承知のように昨年 4 月から奈良競輪場での車券発
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売等の業務につきまして包括外部委託を導入させていただき、民間の力をお

借りしながら経営改善に取り組んできているところでございます。競輪場で

は委員の皆さまからこれまでいただきましたご意見を参考にしながら、車券

売上の向上に繋がるような様々な取組を行ってきたところであります。本日

も委員の皆さまに 1 月末時点での車券売上の状況、包括外部委託先の日本ト

ーター株式会社と競輪場が実施してまいりました売上向上に向けた取組を報

告させていただいた後、奈良競輪場を競輪場以外に活用する代替策等につき

まして調査をお願いいたしております三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティン

グ株式会社から、中間報告の説明をさせていただく予定でございます。その

内容をお聞きいただきまして忌憚のないご意見を頂戴したいと思います。 

       現在アベノミクス効果で景気回復の波が起こっていますが、全国津々浦々

まで波及しておらず、奈良のような中小零細企業の多いところでは、昨今の

円安の影響を受け、厳しい経営状況が続いている奈良県の経済状況でござい

ます。その中にあって競輪業界も非常に余談を許さない状況が続いているも

のと認識しております。委員の皆さま方におかれましても、様々な見地から

活発なご意見を頂戴し、それを踏まえまして施行者として今後に繋げていき

たいと思っておりますので本日はよろしくお願いいたします。 

 

大月課長：  お手元に資料を配布しております。 

      ～《資料の配付説明》～ 

      なお、本日の委員会の公開につきまして、県ＨＰに掲載しましたところ、傍

聴を希望する方がおられますので、ご了解をお願いいたします。傍聴される

方々につきましては、傍聴要領を配布しておりますので、内容をご留意いた

だき、議事の進行にご協力いただきますようお願いいたします。 

       それでは議事に入りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

絈井委員長： それでは本日の次第に従いまして進めてまいりたいと思いますのでご協力

よろしくお願いいたします。 

       昨年 6 月 12 日に開催いたしました第 7 回の委員会で平成 25 年度の競輪事

業費の決算と 26年度の事業運営等についてご審議いただいたところでござい

ます。これを受けまして本日は奈良競輪の年間売上の 6 割を占めますＧⅢ春

日賞が 1月 31日から 2月 3日に開催され、奈良競輪の今後の車券売上の全貌

がほぼ見えてきた状況の中で、現時点での売上状況の報告と、昨年 4 月から

包括外部委託となりましたが奈良競輪として収益拡大に取り組んできました

こと、そして今年度に取り組まれる地域活性化代替策等調査事業について、

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社より報告いただき説明を受
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けたいと思います。 

       それでは事務局より議題Ⅰ「平成 26年度奈良競輪の売上状況」、議題Ⅱの

「競輪場における新たな売上向上及び集客への取組」について説明お願いい

たします。 

       

（事務局） 

桂 主幹：  議題Ⅰ、Ⅱについて説明させていただきます。資料１ページをご覧くださ

い。こちらの方では先ほど委員長からもありましたとおり、奈良競輪の本年

度の売上の概ね 6 割を占めるＧⅢ春日賞の売上の結果について掲載をしてお

ります。まず、平成 24 年、25 年、26 年の過去 3 年間の本場入場者数、本場

での売上、電話投票、委託場外等について全体でどうなっているのかという

表がございます。この間、本場での入場者数は年々減少していたところであ

りますが、本年度につきましては、前年度に比べまして 36％増えたというこ

とで集客に向けた取組をさせていただきました。本場売上につきましても過

去平成 24 年、25 年は下がっていましたが、今年度につきましては 25 年度を

上回る形で本場での売上を確保しました。ただ電話投票と他場で売っていた

だく部分が若干減ったということで全体的には昨年度を下回る 61億 8千万で

留まっているところです。その下段の表で平成 25年度、26年度比較を行って

おります。26 年度は 2 月開催分までですがＧⅢの売上状況について表にして

います。ご覧のとおり奈良県は全国平均に近い売上があります。昨年も今年

も同じような状況であります。ただＧⅢについては、全国的にも昨年度より

は売上が下がっている状況であります。そういう意味で奈良の春日賞も全国

的なあおりを受けたように感じております。それがその下段の売上減少の主

な要因というところに書かせていただいております。もう一つが先ほども申

しましたが電話投票、委託場外等が下がったという点でございますが、これ

については、1 月 30 日の春日賞開催の前日になりますが、大宮競輪が雪のた

めに開催ができないということで日程が順延になりました。当初 2 月 1 日は

奈良の春日賞がほぼ専売的に売れると考えていたわけですが、天候の加減で

併売ということで少し購入していただく方が分散したと思われるところに大

きな影響があったと考えています。この様な中で何とか 61億 8千万円売上を

確保できました。 

       次に 2 ページについてですが、これはＦⅠというレースです。これについ

ては既に今年度奈良で行う部分はすべて終わっていますので、その状況につ

いて報告させていただきます。平成 25年度、26年度を比較していただきます

と、今年度は昨年度とほぼ同額以上の売上を確保したところです。昨年につ

きましては以前にも報告させていただきましたが、4月に西日本カップという
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3年に一度の非常に大きなレースがありました。奈良競輪では 3年に一度この

レースがあるときに売上が上がるという形が出来ています。本年度は西日本

カップの開催はありませんが三笠賞等で開催日程等も含め努力をしたという

結果の中で対前年度と同額の約 36億 9千万の売上が確保されているところで

あります。下の参考欄の全国の状況でＦⅠにつきましては、かなり売上が伸

びております。 

       次に 3ページに入ります。ＦⅡになりますが昨年は 11節ということで年間

11回開催があった訳ですが、26年度は 10節になっております。1月末の段階

で 10節のうち 8節が既に終わっており、全体の 5分の 4が終わった状態です。

売上は約 7 億 6 千万というところで、前年度の同時期と比べましたら 77.5％

になっています。先ほども申し上げましたが、昨年は 11節あった部分が今年

度は 10節ということで、改めてその部分で調整しましたら約 80％を超えると

いうことで、ほぼ昨年と同様の額の確保はできております。表の一番下をご

覧いただきますとそれぞれ一回あたりの売上では、今年度は昨年度より売上

が伸びております。集客を含めて取り組んだひとつの結果であろうと考えて

おります。ＦⅡにつきましては、全国的にも伸びております。 

       4ページをご覧ください。今年度の売上をシミュレーションしてみたところ

です。ご報告のとおりＧⅢとＦⅠは今年度開催を既に終えております。ＦⅡ

についてはこれまでの売上を見ながら昨年度の売上を換算した形で推計値を

入れております。売上見込みでは約 108 億ということで昨年の 113 億を下回

っています。大きな原因は先ほども申し上げましたが、ＧⅢの売上が下がっ

たこととチャリロト重勝式において売上が伸びなかったことです。チャリロ

ト重勝式というのは、他場と連携をしながら売上を伸ばしている部分ですが、

この部分について約 2 億売上が減っています。これは昨年度に大きな 5 億と

いう賞金が出ましたので、魅力が無くなったことから売上に繋がらなかった

ということで、今は貯める時期となっています。このＧⅢとチャリロトの影

響で若干下がっております。 

       受託場外分につきましては、昨年に比べまして 106.9％ということで、これ

は 4 月から今年 1 月末までの売上の状況ですが、38 億になっています。参考

で全国の売上の状況を付けておりますが、ＧＰ、ＧⅠ、ＧⅡ、ＧⅢ、ＦⅠ、

ＦⅡとそれぞれ 4月から 12月までを掲載しております。これをご覧いただき

ますとＧＰ、ＧⅠ、ＧⅡとＧⅢの売上が下がっており、ＦⅠについては売上

が伸びております。途中経過ですので最終報告では、改めて 5 月か 6 月の次

の委員会にはきちんとした数字がお示しできると思います。現時点での売上

の報告をさせていただきました。 
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米田次長：  それでは引き続きまして 5ページから説明をさせていただきます。 

      今年度は奈良競輪場におきましてもいろいろ新しい試みをさせていただきま

した。新たな売上の向上及び集客への取り組みということですが、まず競輪

施行者として取り組んだことですが、ナイター場外の発売を行いました。10

月 28日から 3日間松戸競輪場でオールガールズのナイターが開催されまして、

その車券を発売いたしました。地域の了解も得、尚且つ警察、消防、経産局

の方にもお話しをさせていただき、ようやく奈良でナイター場外を発売でき

るようになりました。近畿で発売をしているのは、サテライト大阪、和歌山

が夏期に少し開催しております。この 1月末まで 22日間発売させていただき

まして売上は 4,700万円になっております。 

       次の取り組みと致しまして、受託場外で本場での開催部分を補うような形

で他場の受託場外の日程を入れていきました。お手元のミニカレンダーをご

覧いただきますとほとんど白塗り日がない形で、奈良競輪場にお越しになれ

ば何かを売っている状態にさせていただいています。昨年で 4 月 1 日から 1

月末までで 238 日でしたが、今年は 296 日、そこへナイターを付けておりま

すのでかなり積極的に売っております。他場の分を売るということは逆に奈

良の分を相手に売ってもらえることに繋がります。 

       それから施設の環境整備ですが、これもあまり大きくお金は掛けられませ

んので職員でできること、トーターの職員の方も一緒になりながらできるだ

け場をきれいにしていこうということで、噴水も清掃し、場内の錆びている

手すりの塗装、植栽、草刈り、駐車場の不法投棄ゴミ回収等徹底的に行いき

れいにしております。地元の方にも喜んでいただいております。 

       地域貢献ということですが、競輪場周辺は平城中学校区であり平城小学校、

幼稚園の生徒、園児がひとつの教育区を作っており、フェスティバルを行う

ために奈良競輪場を貸し出しまして、11月 20日に開催されました。資料の写

真にありますように、メインスタンドに幼、小、中、高の生徒達がぎっしり

入っていただき、多目的ホールでは幼稚園の子供、吹奏楽がここで催しを行

い、選手会奈良支部の競輪選手の方に実際にバンクで走っていただきました。

また競輪場を歩いてみようということで、バンクウォークをさせていただき

ました。子供たちは大変喜んでおりました。また次年度もお借りしたいとい

うことで聞いております。基本的には 2,300 人の児童、生徒が入り、そこに

保護者が加わりますので、もう少し多くの方に競輪場をご利用いただきまし

た。 

       次に 6 ﾍﾟｰｼﾞに移りましてＷｉ－Ｆｉの整備を行いました。スマートフォ

ン・タブレット端末等で書き込みをしたり、投票したりということが多数見

受けられました。動画で生放送も行いました。 
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       次にメディア対策と致しまして、現在競輪学校の 108 期で奈良県の選手に

なろうとする 3 人のガールズの方がおられます。その方たちの日頃の学校で

の生活を取材し、県内デジタルサイネージで放映し宣伝しております。また、

ＣＳ放送や奈良テレビでも放送をしてもらいます。選手になってからの記録

は多いですが、学校在学中のものは少ないようです。彼女たちが東京オリン

ピック等に出た場合に役立つと考えております。 

       7番目と致しまして、ミッドナイト競輪を開催できるような形でいろいろ交

渉させていただき、27 年度上期から小倉競輪場を借り上げて開催する予定と

なっております。ミッドナイト競輪の方は 21時から 23時 19分という深夜に

行いますが、今のところ小倉で行う場合には約 1 億円の売上があります。Ｆ

Ⅱになりますので 3 日間で 3 億ほどの売上になりますが、売上が上がれば収

益にも貢献できると思います。このようないろんな取り組みをさせていただ

きます。 

       また、包括外部委託業者であります日本トーターさんの方でもいろんな事

をしていただきました。 

       まず、施設の環境整備ですが、場内のベンチを入れ替えていただきました。

多目的ホールの清掃も行っていただき、床が真っ黒でしたが床の模様がはっ

きり見えるようになりました。 

       また、社会貢献ということで奈良市の公民館の方からお話しがあり、奈良

競輪場を会場に「奈良ひとまち大学」を開催し、競輪の講演や模擬レースも

していただきました。これは 11 月 30 日に行いましたが大変好評で定員以上

の応募がありました。 

       イベント・ファンサービスですが記念競輪の 1月 31日から 2月 3日にかけ

て積極的なファンサービスを行いました。これも日本トーターさんの方で準

備いただきました。ぜんざい等のふるまいや吉本興業の芸人によるショーの

開催、ゆるキャライベント等です。開催初日は入場者が 5,937 名あり、ここ

数年にない人数が入りまして、他の競輪場の方から「人数の間違いではない

か」との問い合わせもありました。いろんなイベントを行いながらできるだ

け売上にも繋げたいですし、将来に理解も同時に繋げたいと考えております。 

       魅力発信事業についてですが、県内のあちこちで行われているイベント等

に競輪場が出向きＰＲを行いました。大和さくらい万葉まつりや奈良まほろ

ば市、ツアー・オブ・奈良まほろばへ出向きました。これも選手会の方から

現役の選手にお越しいただき、多数の方に楽しんでいただきました。 

      以上でございます。 
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絈井委員長： ありがとうございます。 

      では、議題１、2併せて説明いただきましたが、まず議題１の平成 26年度 奈

良競輪の売上状況の内容について何かご意見ございますか。 

    

石黒委員 ： ここ 1、2年で劇的に経営改善していただきありがとうございます。これは

関係者の皆さま方のご尽力の賜物かと思っております。今年度は昨年度に比

べて売上がいくらか落ちるようですが、本場開催の入場者数は増加している。

これは地元の商業の振興や競輪場に関係する皆さまの雇用という点では、入

場者が増加するのはとても良いことであり、この両立ができるというのは心

強く思う。包括外部委託の成果かと感じる。今後もこの調子で頑張っていた

だきたい。 

 

里見委員 ： 石黒委員も言われたとおり、売上は前年を上回ることはないようですが、

収支としてはかなり改善いただき、入場者数も増加したことで地域の活性化

のも繋がる形でいろいろ取り組みを行っていただいた。単に競輪の売上だけ

でない波及効果もかなりあると思う。良い方向で進んでいる印象を受けまし

た。 

 

絈井委員長： ありがとうございます。 

      全般として大変な努力の積み重ねの成果で着実に結果が出てきているという

ことで理解させていただけるのかと思う。ＧⅢの春日賞について本場の入場

者数が前年に比べて 36.1％、およそ 3,700 人増えているが、これが今年度の

本場売上増加に結びついているということで理解して良いか。 

 

事務局  ： はい。 

 

絈井委員長： 電投や場外等は時代の流れということか、コンピュータを使った投票は売

上の大きなウェイトを占めている。ここをどう取り組んでいくかではないか。

また、ＦⅠの平成 25年、26年の対比で節数は同じであるが、まほろば賞の売

上が大きく伸びている。1億 7,000万円程伸びていることについて、特別な理

由があるのか。 

 

加藤場長 ： まほろば賞という冠の名前は、ほぼ毎年同じものを使わせてもらいますが、

開催時期は変わることがあります。平成 26年度の 5億 3,100万円につきまし

ては委託場外等が 3 億 3,000 万円と委託場外場で多く売っていただいたとい

うことです。近畿競輪場の 4 場ではもちろん売ってもらいますが、それ以外
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でも中部、中国、四国の競輪場で売っていただいており売上が増加しており

ます。 

 

絈井委員長： いわゆる販路拡大努力が売上に結びついているということですね。三笠賞

はまさしくそのようだ。 

それからすると、奈良競輪の売上に占めるＧⅢ春日賞は大きいという事で

大事であるが、ＦⅠのこういう部分についてまだまだ改善、努力していける

余地があるということであれば、春日賞に焦点がいきがちであるが、まだま

だ可能性が過分に含まれていると思う。 

 

加藤場長 ： 西日本カップは 3日間で 15億円ということでＦⅠの中でも大きな売上にな

ります。概ね 3 年に 1 回順番が回ってきます。三笠賞は単純に比べますと平

成 25年度が約 4億 3,000万円、平成 26年度が約 10億を超えております。場

外展開も営業活動によってできたということと、年またぎの開催ということ

で、12月大晦日が初日の開催から平成 27年の年をまたぐ開催日程が取れたと

いうことで、結果として大晦日の売上が大きく伸びました。ＦⅠは委託場外

の売上が大きく占めますので場外の営業展開をしていこうと思います。 

 

絈井委員長： 実は三笠賞が開催された正月の競輪というのは、どういうものなのかとい

うことで実際に競輪場にお邪魔させていただきました。年末から正月にかけ

てあれだけのお客様にお越しいただける、ご家族連れ的な雰囲気が強く感じ

られた。こんな所は・・・というような、いわゆる既成概念を持っているが、

改めて競輪場というものを認識させていただきました。 

       ＦⅡについてですが、言葉は悪く失礼ですが二軍戦にあたるのか。この中

で、ガールズケイリンは大きなウェイトを占めているようですね。 

 

加藤場長 ： 競輪にはいろいろグレードがございます。特にガールズケイリンといって

売上が大きく伸びるということではありません。ガールズケイリンを始めた

頃は入場者が 2、3割増しでした。それが売上に直接結びつくかと言われます

とそうではありません。レースによっては電話投票が伸びたりすることもあ

ります。 

 

里見委員 ： 今回のＦⅡの 1 月はかなり全国的に競合が少なく売上が好調であったとい

うことでありますが、開催日程の割り振りで良い日を確保するのはどのよう

な仕組みですか。 
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加藤場長 ： 記念競輪の日程は概ね決まっていますが、ＦⅠ、ＦⅡについては、年度の

上半期、下半期の半年単位で競輪施行者の団体の方であらかじめ線引きがあ

ります。それに基づき近畿地区で日程調整会議を開き日程を決め、そこで調

整を行います。どちらの競輪場も良い日程というのは欲しいですが、そこは

近畿の 5 場で調整します。場合によりくじ引きもあります。これからも良い

日程でいけるように努力します。 

 

里見委員 ： 開催日程というのはかなり重要ですね。 

 

中 部長 ： 日程以外にも開催の曜日もあると思います。3日間でも土、日が絡んでいる

ことが大事です。日、月、火になれば 1日だけが休みになりますが、金、土、

日や土、日、月になればお越しになる方も多くなります。過去の統計から見

てもそのようです。ガールズケイリンにしても良い日が設定できれば売上が

上がっていくという状況にあるのではないかと思っています。 

 

絈井委員長： そういう意味では人間の活動時間を考えてナイターで開催するというよう

な新たなマーケットの改革ですね。園田競馬もナイターを始めましたね。 

      売上状況については、以上のように理解させていただきました。 

       次に、新たな売上向上、集客への取り組みについてご意見ありませんか。 

 

       新たな売上向上及び集客への取り組みということですが、今すぐ、直接と

いうことではないでしょうが、子供さん等招かれて競輪ということについて

もっと身近に感じてもらいたいというのは、非常に大事なことであると思う。

実際に日々の生活の中で身近に感じていることであるが、テレビで見ました

が、自転車の町と言われている堺市で自転車産業に携われていた方が現役を

引退され、社会貢献活動ということで公園の中で子供さんへ自転車に乗る方

法を教えておられる姿が報道されていました。自転車そのものが環境問題等

で見直されている中で、私の住んでいる住宅地の空き地で普段は学生がテニ

ス等の練習をしているが、最近は土、日になると親子連れが集まり、工事現

場のコーンを立てて、足こぎの無い自転車で練習をしているのを見かける。

競輪場内、駐車場もそういった利用ができるのであれば、設備を有効に解放

し身近に接点を持っていくという形があるのではないかと思う。日々の生活

の中でそういう発見をしましたので申し上げたい。 

 

中 部長 ： 私もテレビで拝見しましたが、自転車は親が乗り方を教えますと上手にな

らない、別人が教えると 6 時間で乗れるようになると放送されていました。



10 

 

お父さん、お母さんが来られて、およそ 6 時間の間に子供さんが自転車に乗

る。子供さんが訓練されている間にお父さん、お母さんには車券を買ってい

ただくとか、そういう具合に繋ぐのも方法であると感じました。教える専門

の方をお招きし、どうしても乗れないお子さんが乗れるようになれば、子供

さんにもプラスになるし、時間を有効に使っていただけます。 

 

米田次長 ： 競輪場の方は、定期的に選手会と行き来しており、選手会も好意的にいろ

いろお手伝いしてくれています。先ほどお話しにありました件について、で

きるだけ選手を交えながら行っていくことも良いと思います。 

       また、おもしろ自転車も他の場で持っておられるところもありますので、

お借りしたりしていきたい。 

 

絈井委員長： 私はひとつの団体を預かっているが、打合せや会議をする機会がある。ひ

とまち大学や老人大学等の会がたくさんあるが、会議用に場所を借りるのに

苦労しておられる。公共的な場所を借りる制約が厳しい上に料金が高い。そ

ういう会に解放してはどうでしょうか。 

 

米田次長 ： 自転車の関係であれば解放して貸し出しております。昨年もツアー・オブ・

サイクルという団体に貸し出しました。条件の許す限り協力させていただこ

うと思います。 

 

絈井委員長： 関係ない団体に貸し出すのは問題があるが、自転車の再訓練をここでやる

目的を付けていくというような形で利用を高めていくというのも、身近な競

輪場ということに繋がっていくと思う。 

 

石黒委員 ： チラシを拝見すると、ご家族で楽しめるようなイベント広場的な企画がた

くさんあってとても良いと思う。包括外部委託の成果だと思う。引き続き頑

張ってもらいたい。 

 

絈井委員長： 6 ﾍﾟｰｼﾞの写真で清掃前と後では、こんなに違うものなのか。言葉は悪いが

「今までどうしていたのか」という話になる。ここまできれいにしてもらう

と車券をそこら辺に捨てることもしにくくなる。 

 

中 部長 ： きれいに使っていただければ、清掃業務の軽減にも繋がります。 

 

里見委員 ： 感謝祭等はどのような媒体で広めたのでしょうか。 
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加藤場長 ： 奈良競輪場ホームページでありますとか奈良県北部地域の新聞の折り込み

に入れていただきました。 

 

米田次長 ： チラシは 15万部入れました。また奈良ファミリーで配付も行いました。 

 

絈井委員長： 目玉になるような施策というのは、簡単には出てこない。このような小さ

い事を積み重ねていくという流れのなかで、新たな波に乗っていくのが一番

大事だと思う。 

 

       ではミッドナイト競輪について説明願います。 

 

米田次長 ： 北九州市の小倉、前橋競輪場、青森競輪場で開催されており、前の 2 場は

ドーム式の全天候型の競輪場です。また、新しいお客様を確保するために高

知競輪場が照明設備を設置し 1 月から行っております。昨年から既に武雄、

佐世保、玉野、防府が借り上げて開催していました。それぞれ集客に苦慮し

ており、当競輪場も規則等を考えながら参入できる枠もありましたので、相

談させていただきました。 

       ＦⅡを 3 日間開催しますと 5,000 万円程の赤字になります。ミッドナイト

競輪開催の場合には、売れ行きにもよりますが 1,000 万円程の赤字で済みま

す。仮に 1 億以上売れますと収支がプラスになります。今、北九州でおこな

われております他場の分では、1日に 1億円を超えるような形になっています。

できるだけサラリーマンの方で夜にネットで買っていただき、その後本場に

来ていただくという形で進めていくと、また新たな顧客が確保出来ると思っ

ております。 

 

絈井委員長： 昨年の 12 月 26 日に急遽事務局から、ミッドナイト競輪について参画した

いということで私の方へ委員会としての意見を求められた。説明のとおり法

的な問題は全然なく、費用についても赤字を削減できる。この大変革期にじ

っと待っているのではなく、新たなところへ打って出て新しい道を開く。駄

目なら元へ還るということで良いのではないでしょうか。私の判断でそうい

う回答を申し上げた。経緯はこういうことです。 

 

       ここまでのところ特に問題ありませんでしょうか。 

      〈なし〉 
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絈井委員長： では議題 3の地域活性化代替策等調査事業について説明お願いします。 

 

大月課長 ： 地域活性化代替策等調査事業の中間報告については、三菱ＵＦＪリサーチ

＆コンサルティング株式会社の調査担当者から報告していただきます。 

 

調査担当者： 資料に沿って説明させていただきます。 

       中間報告としての中身ですが、ひとつは先ほどの売上状況と少し重なると

ころがありますが、奈良競輪がこれまでどんな形で収支が推移していたかと

いうこと。それからこの地域の現状ということを簡単に整理しています。そ

れから複合的な活用ということで競輪をやりながら他で使えないか、他でど

ういうことをやっているかを出しています。それから、私にとっては悲しい

事ですが競輪場もここ数年で 50 場が 43 場になっています。その 7 カ所減っ

た場が現在どうなっているか。というところをお話しさせていただきます。 

 

       では資料の 1ページ目から説明させていただきます。  

      先ほどの売上の状況と重なりますが、競輪事業を大まかに言いますと春日賞

のところが儲かる開催でそれ以外の開催は、正直言えば赤字になる開催とい

う図式になってこの数年きています。簡単に言えば、記念競輪の利益が他の

開催の赤字分を上回れば黒字になるという構図になっています。ミッドナイ

ト競輪の取り組みにもありましたように、なるべく普通開催の赤字幅をどれ

だけ減らすかというところがポイントになってきます。過去 6 年の数字を私

の方で拾って出したものですが、赤字であった平成22年度、23年度あたりは、

普通競輪を開催するだけで 6億、7億の赤字が出ていました。記念競輪の黒字

は 3 億から 5 億程の間、今年度も概ね 4 億前後になるだろうという予想にな

ります。その黒字と他の節の赤字がプラスマイナスで消えるという感じにな

ります。平成 25年度が回復しているのは、差引がプラスになっているのが理

由です。その前の 4年間は赤字で差引がマイナスです。平成 20年度がプラス

となっています。西日本カップ等の場外をたくさん売ってもらえるレースの

誘致や開催日程がいかに良いかというようなところが大きな要素となってい

ます。 

       2ページ目をご覧ください。先ほど米田次長の方からも説明がありましたが、

受託場外でなるべく多く売って、それを積み重ねることによって黒字を出し

ましょうというのが競輪事業で黒字を出す構図になります。現状ではプラス

マイナスゼロより、ちょっと良いくらいというのが成果です。 

下の図表の開催外収支と書いてありますが、290日余りを売っている場外の

売上ではなく、利益です。利益というのはどうして出るかというと、場外発
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売をする競輪場の経費は開催している場に請求する形をとっています。した

がって、奈良県の立場として、場外車券発売は絶対赤字にならない仕組みに

なっています。ですから売れば売るほど黒字が出ます。基本的にはそれをい

かにたくさん売るか、その取り組みとしてナイター場外を始めたということ

になります。請求するという言い方をしましたが、経費をコントロールしな

がら売上を上げていかなければなりません。今の計算でいきますと、本場開

催自体はプラスマイナスゼロより少し良いくらい、あとは場外でどれだけプ

ラスを出せるか、というのが収支の仕組みです。ですから、今年度は黒字に

なるのはほぼ間違いないということになります。 

それから来年度以降どうなるかということで、記念競輪前に試算したもの

ですがご覧ください。 

普通開催の赤字幅というのは、そんなに変わらないという前提にしていま

す。良くなることは十分今の要素で考えられますが、悲観的な観点から見て

います。記念競輪の場合の悲観的予想というのはどこかというと、3ページの

ケース 1、2、3で書いております。ケース 1は 64億円、今年度の収支的には、

これと近い形になっています。ケース 3 は一番悲観的な形です。一番売上が

悪い記念競輪の売上が 54億くらいとしています。但し、この収支状況は他の

場も見ていますが 54億の売上でも赤字にはなりません。でもほとんど黒字も

出ません、という状態です。 

4 ﾍﾟｰｼﾞのグラフをご覧ください。簡易的に試算しておりますが、平成 26年

の売上が 64億円であれば 4億 6,700万円の黒字になりますが、普通競輪が同

じくらい赤字になりますので差引でほとんとゼロです。一番悲観的な値の 54

億円の時で 3 億 7,000 万円の黒字、実際はもう少し低いかもしれません。こ

のときですとマイナス 1 億円くらいになります。実際は下の図にありますよ

うに、場外の売上がありますので、奈良競輪の場合は 1 億 4,000 万円程のプ

ラスになります。 

今年度の場合ですと、私なりの試算では、概ね 1 億円から 1 億 4,000 万円

の間で黒字になると思われます。現実はやってみないと分かりませんが、今

年度についてはほぼ黒字は確保できていることになります。 

もう一つの要素としては、日本トーターとの包括外部委託で全体の経費が

削減できているというのも理由になります。ですからこのままの状態であれ

ば、ミッドナイト等の収支改善策の効果が見込めるので黒字の基調は続くと

見て差し支えないと思われます。 

次に施設・設備についてですが、こちらは県からいただいた過去の資料で

すので、こちらで加えたものはありません。スタンドの耐震補強工事をする

のに概ね 1億円弱くらい掛かるとされています。今の黒字幅を見ますと概ね 1
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億円あります。やろうと思えば一ヶ年の黒字を使ってできないことはないレ

ベルです。 

次についても県からいただきました書類です。入場門や多目的ホール等い

ろいろ改修を続けておられます。こういうことを可能な範囲内で続けていっ

てもらいたいし、大事だと思います。 

これで黒字基調になってきましたので、施設の整備についての計画を立て、

徐々に直していきお客さんに来てもらうことが必要です。今回の記念競輪の

約 6,000 人の入場というのは、お笑い芸人の効果がすごかったですが、せっ

かく来ていただいたお客さんに、施設が汚いと感じられたら残念なので、そ

こを徐々に変えていくのも大事だと思います。 

8ページをご覧ください。法規制ですが、複合的施設を造るという意味で法

律上どんな問題があるかというと、ここは市街化調整区域です。原則、新し

く建物を建てられません。開発をするとなれば、市街化区域にしなければな

りません。ただ、市街化調整区域のままで開発する方法としてはあります、

というのがこの表になります。全く出来ないわけではありません。改めて競

輪場以外の何かを造るとなると、いろいろな協議を奈良市と行わなければな

りません。 

10、11 ページへ移ります。周辺地域についてですが、ひとつのデータとし

てご覧ください。人口は横ばいから若干減っているような感じです。平城地

域は横ばいです。奈良市も微減傾向です。それから高齢化率も高くなってい

ます。 

次に 12ページの事業者・従業者の状況ということですが、この辺りは住宅

地ですのであまり会社が多くありません。表の市内シェアの事業所数という

ところですが、平城地域では 3.3％、従業者数が 3.5％になっています。一方

で人口は 5.6％になっています。住んでいる方に対して会社が少ないというこ

とになります。就業／従業比というのは、就業している人を表し、0.207で１

より小さいので、外に働きに行っている方が多いということになります。 

一方で商店等はどんなものがあるかというと、西大寺のならファミリーと

いう巨大なショッピングセンターがあり、新大宮との間にイトーヨーカドー、

その他にも大型と言われるものが表のとおりです。これからいくと、ここに

大型ショッピングセンターを造るというのは飽和状態で成り立たないことが

はっきり言えます。 

では小さいものはどうかというと、コンビニも調べてみましたが、近い所

にありますが商店間 500ｍと言われておりますので出来ないこともないです。

それから飲食店については、この辺りはありませんので、可能性はあると思

います。 
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では 14、15ページに移ります。ここではアウトレットという考えでリスト

アップしました。確かに奈良県にはありません。ただ、車で 1 時間というこ

とになれば、この辺りからほとんど届いてしまう所に既存の店舗があります。

よってこれも難しいと思います。 

それから用途として考えられるもので医療や福祉関係ですが、結構周りに

あります。名乗りを出る法人があるかにもよりますが、可能性としては高く

ないと思います。 

一方複合化という面で、競輪場をどういうふうに有効活用していくかとい

うことで、いくつか挙げてみました。最近の例としては、丸亀ボートという

所は 2012年に新築し工夫されています。お聞きしたのですが総工費 100億円

以上かかっているそうで規模が大きいです。また、埼玉県の戸田ボートにつ

いては、写真が後ろにありますので参考にしてください。競輪場でいいます

と、松山競輪場、高知競輪場があり、松山競輪場は、既存の食堂をまとめて

フードコートにしております。高知競輪場は、真ん中に 400ｍの陸上競技場が

あり、外側がバンクになっています。それから名古屋競輪場ですが、飲食店

を外からも入れるようにしています。伊勢崎オートレース場は、所有者が民

間ですのでホームセンターを誘致し、お客さんも多いです。また、スタンド

の半分に場外馬券売場も入れています。 

16 ページをお開きください。スポーツ施設についての例です。千葉ロッテ

の本拠地であるＱＶＣマリンフィールド野球場はバッティングセンターをス

タンドの空いている所に造っています。またスタジアムツアーを非開催時に

され、選手の控室等について見せています。こういうもので真似できるもの

は、真似してはどうかと思います。 

跡地利用ということで、廃止になったところを拾ってみました。競輪は 7

場で地方競馬が 11場ありました。野球場もご覧のとおり随分減ってしまいま

した。 

これらの場について現在はどうなっているかですが、18、19ページです。 

      大阪球場の跡地ですがご存じのとおりなんばパークス、西宮球場はショッピ

ングセンターになっており、このような使い方があるように思われますが、

奈良競輪場とは立地条件が異なります。かなりの市街地ですし、土地が民間

所有というのがポイントです。 

       甲子園競輪場は住宅になっています。花月園競輪場は再開発が予定されて

おり、バンク等はそのまま残っています。神奈川県の県有地です。 

       土地利用の転換が進んだ理由としては、場外車券売場が無いということで

はないかと思います。 

       その他で公園、場外車券・馬券売場とありますが、地方競馬は売場だけを
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残してスタンド等はそのままでされている所が結構あります。そうすると収

入はありますので、更地にするよりは良いのだと思われます。 

       現実は跡地利用ができるかどうかは立地条件によると思われます。何もし

ないまま 4 年程経過した競輪場もあります。そちらについては、維持管理費

だけが掛かっていると思います。 

       そういう意味では、廃止して跡地利用をするというのは、かなり難しいの

ではないかと思われます。むしろ黒字基調ですので競輪を存続し確実に収入

を得て、空いている使用していない部分を何らかの利用をするとういうのが、

考えられることではないでしょうか。何らかの部分については、最終報告で

出していきたいと考えています。例えば出来そうな事といえば、多目的ホー

ルの向こう側がやや空いた状態である。この部分で物販、飲食等が出来るの

ではないか。駐車場が道路に面しているため、競輪をする人もしない人も交

流できる施設を造り、開催にも使い非開催時にも使えるようなイメージです。 

また、奈良競輪の施行者は県ですので、地域の産業に役に立つもの、例え

ば地場産品を扱うようなものを置いてみるなど、競輪場に来てもらうきっか

けを作ってはどうかというのが思いついたところです。 

戸田ボートレース場を一例として写真を付けています。ここまで設備を整

えると 200 億円単位の額になるので、あまり参考になりませんが、非開催時

は地域に開放しているそうです。スタンドの中でひとつの街を造るイメージ

で作ったとお聞きしました。食事をしながらステージも見ることができる工

夫をされています。また子供コーナーの整備もされています。おむつ交換台、

トイレ等も充実していました。グッズショップ、ゲームセンター、マッサー

ジ、ＡＴＭ等も整備されておりました。 

出来るかどうか分かりませんが、このようなものの良いところを取り入れ

た県の産業振興の観点から出来るようなものをやれば、初期投資も掛けずに

運営していけるのではないでしょうか。説明は以上です。 

 

絈井委員長： ありがとうございます。実に多方面から分析いただき夢が大きく広がりま

した。何かご意見ありますでしょうか。 

 

石黒委員 ： 大変良く分かりました。これは転用や大規模な再開発というのは、都市計

画法の問題やマーケット的に難しいということをお聞きしますと、すぐに代

替案は無いのではないかと思う。暫く黒字基調で向かうことを前提に本場開

催で多くの入場者、それ以外のイベント等でお子さん連れ、家族連れをお迎

えするとなれば施設の耐震補強が問題になる。大規模な全面的なものか小規

模なものかは別にして、現実的に考えていく必要がある。仮に関西にカジノ
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等が出来た場合、市場的に影響を受けることも想定される。あるいは、それ

により世間的な世論が公営競技に盛り上がりを見せるか、逆に風紀や教育面

で違うリアクションが出る可能性もある。このように代替案を継続して考え

ていくというのは、ある程度必要なことだと思うが、今は耐震補強を行った

うえで継続的に検討すべきだと思う。 

 

里見委員 ： 詳細な分析ありがとうございました。黒字は確保できるという心証をいた

だいたようですが、黒字が確保できればいろいろな投資もできるので、代替

案を参考にプランを立てて地域が活性化する場所になればと思います。海外

からの観光客の方々も増加していますし、そういう方々にも関心を持ってい

ただけるような所になってもらいたい。外国人観光客が来られている競艇場

があるともお聞きします。海外の方の需用も取り込めれば、良い方向に繋が

るのではないかと思う。 

 

絈井委員長： 様々な角度から検討いただいたが、奈良県にとってこの場所、立地という

ものを競輪だけではなく多目的に、例えば総合的なスポーツランドのような

利用の仕方を考えていくのもひとつ。競輪場だけというのは、もったいない

気がする。大阪、京都から入ってくる車をここで停め、ここからバスで奈良

の中心部へ送り出すというような機能を付けていくと、奈良の観光としての

流れが大きく変わる可能性がある。また、県の施設、機能の移転等、こんな

道も考えられるのではないでしょうか。 

 

調査担当者： 歴史上仕方がないが、奈良の中心部で駐車場を探したり、少し車を停めて

買い物等をすることが難しい。だからこそこの立地を有効に使えないかと思

う。広く考えれば農産物でも良いと思う。イベント等でフリーマーケットや

朝市のようなものから始めていき、ある程度定着したら常設というような方

法もあると思う。需要はご近所かもしれませんが。しかし、近所の方が来て

くれる場所になるだけでも違うと思う。 

 

絈井委員長： 今回の分析をもう一度検討し、次のステップへ繋げていきたいです。 

 

絈井委員長： 本日欠席されております岡村委員と松岡委員から意見等はありましたか。 

 

（事務局） 

大月課長 ： 両委員からご意見を預かっておりますので報告致します。 

      岡村委員につきまして、「競輪事業が堅調に推移し、県の財政へ一定の貢献
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ができるのであれば、今競輪場に関わっている人たちの先行きへの不安を招

くことはせず、精査しながら施設の耐震補強を行い、地域住民の方々や地元

企業を巻き込んだ新たな賑わいに繋がることにチャレンジしながら経営を継

続していくことを考えるべきである。」 

       松岡委員からは、「競輪事業が続けられるためにミッドナイト競輪に取り

組むことも是非進めてください。」との意見をいただいております。 

 

絈井委員長： 他にご意見等ございませんか。 

      それでは、その他について説明願います。 

 

（事務局） 

桂 主幹 ： その他については特にございません。 

 

絈井委員長： 今回出されました調査結果提案につきまして、具体的な形にしていくのが

今後の予定になる。 

       次回の開催予定について事務局よりお願いします。 

 

（事務局） 

大月課長 ： 車券売上額としては前年度を下回っていますが、包括外部委託による経費

節減効果等により、今年度の決算につきましては、黒字を予想しております。

次回については、決算が出た後の 6月上旬頃に開催したいと考えております。 

 

絈井委員長： それでは時間を超過しましたが、本日の委員会を終了します。 

 

（事務局） 

大月課長 ： ありがとうござしました。最後に中部長よりご挨拶申し上げます。 

 

中 部長 ： 本日は委員の皆さま方には、熱心にご意見いただきありがとうございまし

た。また三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社、調査担当者の方

からも中間報告をいただきました。赤字続きであった県営競輪場のあり方が

問われたところですが、昨年度黒字化し今回の調査報告でも、黒字が見込め

ると報告をいただきました。我々にとって競輪場をどうしていくかという根

本の課題がありましたが、包括外部委託による経営改善、集客、誘客等の効

果が本当に現れ黒字化が進んできました。また、競輪場は地域雇用等が展開

されている場所であることを改めて認識したところです。複合化という選択

肢も十分あり得るので、今後の県営競輪の運営のあり方を探って参りたいと
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思っております。委員の方々のご意見をしっかり整理、分析しながら一生懸

命取り組み、経営改善に繋げていきたいと考えております。お気づきになり

ました点等がございましたら、事務局の方へご連絡頂戴し、実現に向けしっ

かりやっていきたいと思います。本日は長時間にわたりましてご審議いただ

きありがとうございました。 

       

閉 会（11時 45分） 

        

        

        

        

        

        

        

       


